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   火災               地震           水害・土石流災害          雪害          樹木災害 

地域イベント「 都
みやこ

ライト」への参加 

11 月10 日（金）—12 日（日）午後6 時～8 時（12 日のみ午後5 時半より） 

KARTH 防火・耐震改修町家 西陣蘖（ヒコバエ）ノ家 

KARTH 勉強会「伝統的木造建造物の保全・活用の課題を考える」 
     
 NPO 法人 関西木造住文化研究会（略称 KARTH：カース）では、毎年恒例の地域イベント「都ライト」

に今年も参加します。会場：防火・耐震改修町家「西陣蘖(ヒコバエ)ノ家」 
 

■テーマ「京町家を地震・火災から護りぬく」  

京都の木と土壁の伝統文化を活かした手法で、京都の

歴史的まちなみや京町家を地震・火災から護りぬく。 

そのポイントを、これまでの当会の防火・耐震実験、

各種研究成果等をもとに、映像と会場の防火・耐震改修

町家、模型等を使ってわかり易く解説いたします。 
 
■11/10（金）午後 6 時～8 時   

「伝統木造建築をさまざまな災害から護りぬく」   

KARTH 防火・耐震研究チーム 田村佳英、武田眞理子（悠計画研究所） 

 近年、地震、台風、豪雨、大雪等が各地で頻発し被害が多発しています。そのため、いつ起こる

かわからない火災、地震、水害・土石流災害、雪害、樹木災害時に伝統木造建築の被害を軽減する

ためのポイントを、KARTH 平成 26 年度文化庁事業「木造文化財建造物総合防災ネットワーク事業」

の一環で作成した「木造文化財建造物総合防災診断指針」をもとに、わかり易くご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

■11/11（土）午後 6 時～8 時  

1.「木の不思議―優れた防火・耐震特性」 

    小玉泰義（元岡山県農林水産総合センター森林研究所木材加工研究室） 

木は可燃材料ですが、生物では唯一、燃えると表面に断熱性の高い炭化層が

できて内部に燃え進み難くなります。また、木は鉄骨や鉄筋コンクリートに比

べて軽い割りに強度が高く、粘り強く、木を組合わせて造る伝統木造住宅は、

変形することによって地震力を分散・吸収し、変形後も元にもどるしなやかな

復元力特性があります。その不思議な特性をわかり易く解説します。 
  

2.「京都の土壁文化の魅力」 

佐藤ひろゆき（京壁井筒屋佐藤） 

 日本では土壁は 1300 年の歴史がありますが、世界的に見ても 古
いにしえ

より壁に

土を使用する地域は多く、世界の人口の 3 割強は土に関わりのある住居で生活

しているとも言われています。千年の都として栄えた京都では、土壁に美しさ

や洗練された高度な技が求められ、独自の土壁文化が発展しました。土壁の総

合的な魅力・特性と共に、京都の土壁文化の特徴をわかり易く解説します。 
 
（参考文献）京都左官協同組合・KARTH「建築設計者・施工者向け既存京町家の土壁設計・ 

施工・維持管理マニュアル」  

 
京町家を地震・火災から護りぬく 

 

昨年の都ライトパンフレットより 

 
 

 
 

 
京都市内の壁土原土の

採取現場（平成 10 年時点） 

 
大変形しても倒壊を 

免れた伝統木造建築 
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■11/11（土）午後 6 時～8 時（続） 

3.「先人の取り組みー京都の木と土壁の文化、歴史的まちなみを戦火から守りぬく―」 

KARTH 防火・耐震研究チーム 武田眞理子 

既往調査により、京都都心部には、第 2 次世界大戦の戦火から木造密集家屋

を護るための市の防火改修補助事業で防火改修した町家が 400 棟近く現存する

日本でも貴重な都市であることが確認されました。さらに同事業では、京都の

木造伝統文化、歴史的まちなみを護りぬくための様々な対策が精力的に行われ

ました。歴史都市京都の今後の木造伝統文化、歴史的まちなみの保全と防災の

両立を考える上で大きな示唆を与える当時の先人の取り組みをご紹介します。 

（参考文献）KARTH「歴史都市京都都心の防災文化遺産としての京町家防火改修事例の調査研究」  

 

■11/12（日）午後 5 時半—7 時半  

「京都の木と土壁の魅力を活かして京町家の耐震性と防火性、省エネ性を共に高める」 

           KARTH 防火・耐震・土壁研究チーム 田村佳英、武田眞理子 他 

最近の研究開発によって、木や土壁を使った伝統的な木造住宅でも歴史的まちなみの外観意匠を

守りながら法律の防火・耐震性能を満たせる方法が解き明かされてきました。火災対策と地震対策

は共通点が多いため、木と土壁の優れた防火・耐震特性を活かして火災対策と地震対策を一緒に行

うことが効果的で経済的です。 

これまでの実験結果をもとに、「木と土壁の魅力を活かして京町家の防火性・耐震性を共に高め

るための要点」をわかり易く解説します。さらに、土壁の伝統町家に長年暮らした体験から学んだ

土壁の住まいの省エネ性についてもふれます。 
 
（参考文献）ＫＡＲＴＨ「住まい手向け既存伝統木造住宅の防火・耐震改修の手引き」、ＫＡＲＴＨ「既存伝統木造住宅

の防火改修設計・施工マニュアル」、「同マニュアル技術解説書」 他 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

戦時期の防火改修事例 

 
  

①土壁腰板張の防火補強仕様            ②妻壁裏返し塗無しの防火補強仕様 
  

既存京町家外壁土壁防火補強仕様の防火実験 （「京町家防火・耐震工法開発の基礎研究」、京都市補助、平成 14 年度） 

 

 
 

 
 
 

土壁水平せん断耐力実験               要素試験体による耐力性能実験 

土壁せん断耐力実験による既存京町家の主要耐震要素の耐力性能の検証 
（「京町家防火・耐震性能評価手法及び改修手法の開発」、京都市補助、平成 15 年度） 

 

京都大学伊庭千恵美助教研究グル 

ープによる西陣蘖ノ家の温熱環境 

調査研究（平成 25 年より） 

 
 

  
 

西陣蘖（ヒコバエ）ノ家 

外 観          ＬＤ（旧トオリニワ）    土壁防火・耐震実験（平成 12 年）       振動実験（平成 13 年） 

防火・耐震改修モデル町家の設計・施工・居住実験 西陣蘖ノ家の防火・耐震改修仕様等の実験、改修後の振動実験 
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■会  場：西陣蘖(ヒコバエ)ノ家（京都市上京区上立売通
カミタチウリドオリ

浄福寺西入姥ヶ東西町 632 番地） 

・江戸後期に建てられた築 160 年のツシ 2階建て町家。 

・平成 12 年に伝統の自然材料を使った木造伝統構法で防火・耐震改修。   

その際に、防火・耐震改修の有効性を防火・耐震実験・振動実験（改

修前後）で検証して再生。 

・蘖(ヒコバエ)とは枯れ木の根元から新しい芽が生えることを意味する。 
 

■参 加 費：無料 
 

■参加方法：お名前、所属、電話・ＦＡＸ番号、メールアドレスを明記の上、11 月 6 日（月）までにＦＡＸまたは 

  メールでお申込み下さい。申込時点で参加受理とさせて頂き、ご返事は省略させて頂きます。 
 

■参加申込み・問合先：NPO 法人 関西木造住文化研究会（略称 KARTH：カース）          

TEL 075-411-2730 悠計画研究所、FAX 075-411-2725、住所：上記会場に同じ 

E-mail info@karth.sakura.ne.jp  http://karth.org/  
 
 

■会場への交通アクセス  

★最寄のバス停「今出川浄福寺」、「千本今出川」、「千本

上立売」より 徒歩約 5 分、目印：角地、お地蔵さんの

ある家 
 
★JR 京都駅より（所要時間 約 40 分） 

①地下鉄利用の場合 

地下鉄烏丸線「烏丸今出川」駅下車、3 番出口、

烏丸今出川交差点の今出川通東側バス停から西行

きバス乗車、 「今出川浄福寺」下車 
 

②市バス利用の場合 

JR 京都駅北側（烏丸口）バス乗り場 A3 の 206 番

に乗車、バス停「千本上立売」下車又は B2 の 50 番、

101 番乗車、バス停「千本今出川」下車 

 

■都ライトとは 

京都市内の複数の大学の学生で構成された実行委員会が主催となり、伝統的な技術と文化を残す京

都の町家を取り上げた、まちと町家のライトアップイベント。会場：上京区の上七軒通、浄福寺大黒

町通（西陣ヒコバエノ家から徒歩 2分程度）とそれを繋ぐ通り（五辻通、六軒町通、上立売通）。 

詳細⇒http://miyako-light.anewal.net/ 

 

■KARTH とは 

平成 10 年に発足以降、各地の様々な分野の研究者、木造伝統構法の技能者・職方、建築実務者、

市民の方々等の参画による総合的知見を活かした協働研究方式で、「地域固有の木造伝統文化を活か

した安心して暮らし続けられる住まい・まちづくりの実現」のための総合的・工学的な研究開発・提

案・実践活動に取り組んでいます。 

各自自立しながらも所属を超えて対等な立場で自由に参画でき、必要に応じて連携することにより

社会に向けてより大きな力を発揮できる場づくりを目指しています。 

これまでの主な研究・活動の概要⇒http://karth.org/  
 
 

 

 

 


